
鹿児島県の食の安心・安全に

関する取組について

鹿児島県農政部農政課かごしまの食ブランド推進室

令和元年１１月２０日



食品を購入する際の判断基準は？

１位 価格 88人（77％） ４位 産地 53人（46％）

２位 安全性 73人（64％） ５位 味 21人（18％）

３位 鮮度 68人（59％） ６位 表示 18人（15％）

－ 「食の安心・安全」について －

（平成30年度県政モニターアンケート；回答者数114人 H31.3月）



県条例制定までの経緯

鹿児島県食の安心・安全基本方針
（平成１６年７月）

国内初のＢＳＥの発生（H13） 輸入食品残留農薬問題（H14）

無登録農薬問題（H14）原料・原産地偽装（H14）

食の安心・安全を脅かす事案
・相次ぐ偽装表示
・事故米の食用転売 など

（本県産の牛肉を使って加工し，
他県産と称して販売;H19）

（本県の酒造会社へも影響；H20）

※条例（地方公共団体；議会の議決），法律（国；国会の議決）



鹿児島県食の安心・安全基本方針の検証
・県民全体で一体的に取り組むことが重要 等

平成21年度

「県食の安心・安全推進条例」検討委員会

平成22年12月県議会で
「鹿児島県食の安心・安全推進条例」可決

平成22年度



県における食の安心・安全対策に関する施策の方向

鹿児島県食の安心・安全推進条例（目的等）

【目的】 食の安心・安全の確保に関し，

・ 基本理念（定める）

・ 県，生産者及び食品関連事業者の責務

並びに県民の役割（明らかにする）

・ 関係施策の基本事項（定める）

【責務・役割】

○生産者及び食品関連事業者

食品等の生産から販売に至る一連の行程の各段階に

おいて，必要な措置を主体的かつ適切に講ずる責務

○県民

関係する知識及び理解を深めるとともに，食品等の消費に当っては，人の

健康に悪影響を及ぼすことのないよう，適切な行動に努める役割

食の安心･安全の施策を総合的かつ計画的

に推進し，

１ 県民の健康を保護

２ 食品等に対する県民の信頼を確保

３ 安全な食品等の生産及び供給に寄与

【責務】 ○県

〔基本施策〕
（５本の柱立て）

①農場から食卓までの安全管理の徹底を通じた食品の安全性の向上

②食品表示の適正化による消費者への的確な情報の伝達・提供

④県民をはじめとした関係者との情報・意見交換と信頼の確保

③農林水産物の病気や害虫のまん延防止による食料の安定供給

⑤食の安心・安全の確保に向けた推進体制の整備

〔計画の目標〕
県民の健康の保護と食品等に対す

る県民の信頼を確保し，県，生産者，
食品関連事業者及び県民が相互に連
携・協力の下，食の安心・安全の確保
を図る。

鹿児島県食の安心・安全推進基本計画（第２次計画；平成28年度～32年度）



参考となる指標 基準年
平成２６年度

目 標
平成３２年度

現 状
平成３０年度

かごしまの農林水産物認証制度（K-GAP)の認証件数 ２８９件 ３００件 ３２２件

K-GAPのＰＲ協力店の拡大 １７店舗 ８５店舗 ３６２店舗

食の安心・安全推進パートナーの登録状況※ ６５１人 １，０００人 １，０７２人

食品表示法（品質事項）に基づく食品表示の適正表
示率

９１．７％ ９２．０％ ９１．２％

オクラ栽培におけるIPM技術（土着天敵利用）の活用
割合

（H２７） ４％ ７０％ ２５％

農薬販売店における農薬指導士設置割合 ３２．４％ ８０％ ５２．５％

目標の達成度合の明確化 52の取組 64の数値目標

【主な数値目標（一部抜粋）】

※食の安心・安全の確保に関心のある団体・企業・個人で県が登録

男女共同参画局 くらし共生協働課消費者行政推進室
環境林務部 森林経営課
保健福祉部 健康増進課，生活衛生課，薬務課
商工労働水産部 水産振興課，計量検定所
農政部 農政課（かごしまの食ブランド推進室，農産園芸課，畜産課）

推進基本計画に基づき施策を実施する関係部署（多くの部署が関わっている）

鹿児島県食の安心・安全推進基本計画（第２次計画）における数値目標の設定



店頭での立入検査

食品等の検査

条例に基づいた取組例

食品表示講習会

かごしまの農林水産物認証制度
（Ｋ－ＧＡＰ）



ＧＡＰとは・・・

「後始末より未然防止」の考え方を基本に，農業生産活
動を行う上で遵守すべき関係法令等の内容に則して定め
られた点検項目に沿って，農業生産活動の各工程（生産
から出荷まで）の正確な実施，記録，点検及び評価を行
うことによる手法

＜ＧＡＰの語源＞
Good（良い） Agricaltural（農業の） Practice

（やり方）の頭文字を略して，ＧＡＰと呼んでいる
直訳すると，「良い農業のやり方」

ＧＡＰの実践内容
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GAP手法(＝農業生産工程管理)を取り入れ，
安心・安全を考えた生産者の取組を認証する
「かごしまの農林水産物認証制度（K-GAP)」
を平成１６年８月創設

全国に先駆けて認証制度の創設
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認証基準：安心・安全の考え方

(１) 安全とは，安全性などを考慮した関係法令等を踏ま
え，「生産・栽培基準」に適合した生産管理がなされ，
適正に管理された施設等で集出荷が行われていること。

○安全な生産・出荷に向けた取組・・安全を確保する基準
栽培基準の遵守（作り方基準の遵守）
生産履歴の記帳 （防除等生産管理の確認，証明）
集出荷場の衛生管理

(２)   安心とは，生産履歴等の記録・保存の確実な実施，
生産管理責任者等の設置，適正な表示，消費者からの
問い合わせや万が一の事態に速やかに対処できるなど，
消費者の信頼を得られる体制が整備されていること。

○消費者に安心を提供する取組・・・安心を確保する基準
消費者への情報提供（ｸﾚｰﾑ対応体制，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の活用）

10



Ｋ－ＧＡＰ認証制度の仕組み（イメージ）

認証基準に沿って生産工程管理(GAP)を実践

審
査
・認
証
機
関

書類審査・現地審査
認証判定委員会

認証の申請

審査結果報告

認
証
決
定

評価

生
産
者

自己負担

審査・認証
手数料必要

ＰＤＣＡサイクル

学識経験者・消費者代表等で構成
11

計画 改善

記録

○問題があった場合は，直ちに
出荷停止・回収
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現地調査（書類審査） 現地調査（ほ場審査）

判定委員会（月１回） 認証取得品目



認証状況（令和元年９月末現在）

区 分 認証団体等数 認証件数 戸 数

農産物

野菜 １６８ ２１２ ６，９０５

果樹 ４６ ５０ １，１０１

米 １８ ２０ １７８

茶 １９ １９ ５５０

畜産物 鶏卵 ５ ５ ２１

林産物

たけのこ １ １ ８

原木しいたけ ９ ９ １５

菌床しいたけ・きくらげ ４ ４ ４

水産物
養殖ｸﾙﾏｴﾋﾞ ２ ２ ２

海面魚類養殖 ２ ３ １５９

計 ２７４ ３２５ ８，９４３

認証された品目数：６６品目



食の安心・安全に関する今後の取組

鹿児島県食の安心・安全推進基本計画（第２次計画；平成28年度～令和2年度）

鹿児島県食の安心・安全推進基本計画（第１次計画；平成23年度～平成27年度）

鹿児島県食の安心・安全推進基本計画（第３次計画；令和3年度～令和7年度）

＜食の安心・安全に関する情勢＞

・ＨＡＣＣＰの義務化
・ゲノム編集食品の取り扱い
・ＧＡＰ等の第3者認証のニーズの高まり
・輸出促進に向けた取組み

日々変化する「食の安心・安
全」に関する情勢に対応した
基本計画が求められる

有識者の方々の意見等を頂きながら，第3次基本計画策
定に向けた取組みが進行中



皆様へのお願い①

 食の安心・安全推進パート
ナー募集中（随時）

・県内に居住又は勤務する方
ならどなたでも

・月２回程度，食の安心・安全
情報メールを配信

鹿児島県のホームページの
トップページにて

「食の安心・安全推進パート

ナー」と検索してください
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皆様へのお願い②

Ｔｗｉｔｔｅｒアカウントの紹介

アカウント名

「かごしまの食ブランド推進室」

ツイート内容
・Ｋ－ＧＡＰに関する情報

（認証取得情報，ＰＲ情報）
・食の安心・安全に関する情報

（イベント情報等）


